








[総括］

　平成 9年度は、生活習慣改善のためのチェックリトを作成し、その目標達成度を継続的

に自己評価をすることが動脈硬化危険因子の改善に有効であるかを検討した。今回、肥満

児童を対象としたが、約 2/3の児童に肥満度の減少が認められた。

　この方法は、生活習慣の改善とそれによる効果を本人および家族に継続して意識させる

ことができるので、動脈硬化危険因子の改善のみならず、家族全体が健康維持のために努

力するようになり、健康教育としての効果が期待できると思われた。


